
簡単に着脱できるマグネット式にして、
留め金を無くしました。多彩なカラー
と素材展開で、どんなスタイルにも対
応できます。
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金具のないネックレス

家庭用永久磁石磁気治療器

ULTRA Neo®は当社の登録商標。商品は当社の特許製品。模倣行為は違法であり、禁止。

〒110-0005　
東京都台東区上野5-16-16 天美ビル3階
TEL:03-3836-5800　FAX:03-3836-5850
E-mail:info@sunchalaine.com

　日頃は本学院の卒業生がお世話に
なり感謝申し上げます。
　至らぬ点がある卒業生もいるとは思
いますが、ご指導の程よろしくお願い
いたします。

　さて、今回は、本学院が近年、力を入
れて取り組んでいる「宝石学部」の教
育についてご報告させていただきます。
　本学院の宝石学教育は20年程前
よりすでに始まっていますが、本格化
したのは2012年にGem-A（英国宝石
学協会）のFGA資格取得をめざす
コースを導入してからです。
　イギリス発祥の国際資格をめざすこの
コースは（一社）日本宝石協会と提携し
て実施する教育で、開校以来予想を上
回る方 に々受講していただいています。
　FGA資格取得コースには通学教育
と通信教育があり、多くの合格者を輩
出しています。

　実力あるFGAを一人でも多
く業界に送り出すことを本校宝
石学部の使命と考え、Gem-A
認定インストラクター2名と共
に今後も堅実な教育に取り組
んでまいります。

　もう一つのコースとして、旧全
宝協から引き継いだGJコース
を（一社）日本宝石協会の協力
で開講しています。基礎理論と
実習主体カリキュラムで実力養
成には最適なコースなのです
が、今ひとつ認知度が向上しま
せん。その一端がGJコースとい
うネーミングにもあると考え、本年度よ
りコース名としてGJの本来の意味であ
る「ジェモロジストオブジャパン」を前
面に出し、日本発の実践的宝石学資
格ということを明確にして新たな展開
を図っていきます。

　また、昨年度からは諏訪貿易の諏訪
会長を迎えて、スワメソッドを基本とし
たルビー、サファイヤ、ダイヤモンド、エ
メラルドの評価法を徹底して学ぶ「宝
石品質判定講座」を定期的に開講し、
少人数制の講座として定着し始めて
います。宝石の適正評価が学べるコー
スへの要望は日増しに高まっていま
す。サンプルをもとに実践的に学ぶこの
講座への期待は高く、今年はヒスイと
オパールの講座も開催する予定です。

　全宝協の教育もGIA JAPANの教
育も終わった現在、本学院宝石学部
への期待は以前にも増して強くなって
おります。
　本学院の宝石教育は、遠方の方の
ための通信教育もありますが、あくまで
も学校に通っていただいて、実際に数
多くの宝石に触れて、講師から直接指
導を受ける通学教育が主体で、私ども
ではこの通学教育こそ宝石学教育の
本道と考えております。

　今年も一歩ずつ着実に前進してま
いりますので、業界の皆様のご理解と
ご支援・ご協力をお願い申し上げます。

日本宝飾クラフト学院　
理事長

露木　宏
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　「ダイヤモンドは永遠の輝き」という
名スローガンをリバイバルした2016
年は、フォーエバーマークにとって大
きな変化の年となりました。またデビ
アスグループにとっても、カナダで新
たな鉱山「ガチョクエ鉱山」を運営開
始するという、近い将来のダイヤモン
ド需要に備えた大きな動きがありまし
た。

　ダイヤモンド業界外の話題に目を
転じてみても、昨年は様々な変動の年
だったと回想しています。年明け早々
から、世界全面株安の連鎖で、東京
株式市場も年初来6営業日連続の値
下がり。また、英国の欧州連合離脱、
安全保障関連法案の可決、熊本や鳥
取での地震、台風直撃などの異常気
象と、高級消費財に対する消費者の
購買ムードに少なからず影響を与え
るニュースが国内外で続きました。

　廃棄された食品の不正転売が世
間を騒がせ、「正しいこと」に対する消
費者の関心が刺激される中、ダイヤモ
ンド業界においても、メレサイズの合
成石混入問題や鑑定に関わる問題
など、消費者にダイヤモンド購入を躊
躇させかねない様々な問題が引き続
き存在しています。

　デビアスグループでは、ダイヤモンド

の類似石、合成石、処理石を検出
するための検査機器を研究・開発
し、デビアスグループの鑑定機関
IIDGR（International Institute
of Diamond Grading& Research）
も本格始動するなど、消費者の「ダイ
ヤモンドドリーム」を守るための活動
を行っています。2016年はこの理念
を、消費者にお届けする商品の中に
さらに幅広く反映できた年となりま
した。

　フォーエバーマーク日本チーム
では、フォーエバーマークと同じ美
しさと信頼を約束するメレサイズの
ダイヤモンド「フォーエバーマーク 
アプルーブドプチ」を2016年、世界
に先駆けて導入。そしてフォーエバー
マークのインスクリプションを0.14カ
ラットから0.10カラット以上にまで拡
大しました。これにより、美しさだけで
はなくその過程における「正しいプロ
セス」をも約束するダイヤモンドを、全
てのサイズにおいて、フォーエバー
マークブランドのもとに消費者へお
届けできるようになりました。

　米国でのトランプ政権誕生の
ニュースは驚きと共に世界を駆け巡
りましたが、新リーダーによる財政拡
大政策への期待が寄せられ、今この
原稿を書いている時点では株価も上
昇に転じています。このまま世界経済
が上向く事を期待したいと思います。

　世界が新しい方向へ向かう2017
年、フォーエバーマークもパートナー
の皆様のビジネスに貢献できるよう
新たなチャレンジを続けます。

　まずは新ビッグアイディアを発表い
たします。魅力的なコンセプトとデザイ
ン、そしてマーケティングサポートによ

り、購買層に対して新たな
フォーエバーマークの魅力をア
ピールします。

　さらに婚約指輪の分野を強
化し、エントリーモデルのダイヤ
モンドも拡充するなど、「ミレニ
アルズ」と呼ばれる若い世代
（2015年に15-34歳を迎えた
世代）にもフォーエバーマーク
を訴求します。４大市場（米国、
中国、インド、日本）において
2015年に250億ドル以上をダ
イヤモンドジュエリーに費やし
たというこの世代は、今後さらに
経済力をつける年齢であること

を考えると、将来に向けて大きな可能
性を秘めています。しかし現在の購買
層とは全く異なる興味・関心を持つ
彼らの心を動かすためのマーケティン
グは、新たなチャレンジです。特にデ
ジタルメディアの活用がこれまで以上
に重要となります。

　ウェブサイトやSNSはTVや新聞、
雑誌とはまた異なる影響力を持つ重
要なメディアです。フォーエバーマー
ク公式ウェブサイトへのアクセス数も
3年前と比べて5倍以上に増え、特に
ブライダルのページが高い人気を
誇っています。本年度はさらに新たな
施策を取り入れ、フォーエバーマーク
の新鮮な一面をお伝えしていきたい
と思います。

　業界の皆様にとって2017年が輝
ける一年となるよう、フォーエバー
マークも最大限の努力をしてまいりま
す。本年も何卒お力添えの程よろしく
お願いいたします。
　皆様にとって佳き年となりますよう
お祈り申し上げます。

Forevermark㈱
代表取締役社長

野村　和男
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経済は緩やかながらも持ち直し傾向
であったようですが、個人消費の面に
おいては防衛意識が高まり、消費自
体は抑制された年であったと感じて
おります。
　眼鏡業界の展望においては、ご存
知のように現在日本は少子高齢化が
進んでいることや、若年層の消費性向
が低下傾向にあることで、今後更にシ
ニアマーケットのウェイトが高くなって
いくことが予測されます。このような背
景から販売形態に関係なく、眼鏡各
社がその年代層への対応・強化に注
力することになり、これまでの“シニア
メガネは総合型眼鏡店で”というイ
メージが薄れてくるとも予想されます。

しかしながら そのマーケットが求める
メガネは、最新の技術と知識に裏打ち
された信頼出来るメガネであり、その
信頼はコンサルティング販売によって
得られるものだと考えております。よっ
て、これからの時代は改めてコンサル
ティング販売が重要なファクターに
なっていくものと思料しているところで
す。
　そこで、そのような時代に対応すべ
く私たちチェーン本部では、昨年は
「専門店宣言」をスローガンに、本来
あるべき眼鏡店の姿勢～快適なアイ
ケアライフの提供を第一義として活動
してきました。加盟店様には、価格だ
けではなく、ファッションだけではな
く、視力補正器具だけではなく、それ
ら全てを総合的に、顧客が快適なアイ
ケアライフを過ごせるメガネを提供出
来るよう支援してまいりました。また、
例年実施しております集合または地
区勉強会に加え、昨年は初めての試
みではありましたが、総勢45名による
鯖江工場見学も実施しております。メ
ガネ作りの最新技術を見学すること

で、コンサルティングの幅をより広げる
ことに役立てた事と考えております。
　本年度のご支援計画といたしまし
ては、当社プライベートブランドである
全視界メガネと新規展開フレーム
UTMO（アトモ）を中心に差別化戦略
を強化し、ご支援してまいります。これ
までグループ店舗で永年培った全視
界メガネのノウハウを活かし、拡大す
るシニアマーケットに対応するととも
に、新規展開ブランドフレームUTMO
（アトモ）のプロモーションを強化する
ことで、新たな客層の集客に取組む
所存でございます。
　尚、本年も和真フレンドショップ加
盟店の募集を行って参りますので、和
真グループ独自の経営観及び営業シ
ステムを活かした展開などにご興味
がございましたら、お気軽にお問い合
せください。
　末筆ではございますが、業界各位
のご繁栄、ご活躍を祈念いたしますと
ともに、より一層のご厚情を賜ります
ようお願い申し上げまして、新年のご
挨拶とさせていただきます。

「優れ性」と「差別性」のショップサポート

和真フレンドショップチェーン
㈱和真
代表取締役　

根岸　亨

　日頃より当会の活動に対し様々な
ご支援・ご協力を賜りまして厚く御礼
申し上げます。
　平成29年の年頭に当たり、謹んで
所感を申し上げます。

　昨年は、私ども真珠産業に携わる
者にとって歴史的な一年となりまし
た。既にご案内の通り、「真珠振興
法」（通称）の成立・公布・施行が、昨
年6月になされました。私どもにとって
永年の悲願とも言える真珠に係る法
律が制定された事は、大きな喜びで
あります。現在、「真珠産業及び真珠

に係る宝飾文化の振興に関する基
本方針」の策定中で、農林水産大臣
及び経済産業大臣が、本年4月をめ
どに今後の大きな方針を決定される
予定です。　
　
　真珠業界といたしましては、国及び
地方の行政と一体となって、生産業
者の経営の安定、漁場の維持又は改
善、生産性及び品質の向上の促進、
加工及び流通の高度化、輸出の促
進、研究開発の推進、人材の育成及
び確保、真珠に係る宝飾文化の振興
などの諸施策にしっかりと取り組んで
行きたいと考えております。

　当振興会では、①より美しい真珠
を作る事。②価格の安定化を図る
事。③信頼される取引を構築する事。
④正しい情報開示に努める事。の4
つのテーマの実現に向け、本年も引
続き努力してまいる所存です。主な事

業として、国内に於いては真珠の美し
さを販売する人により深く知ってもら
う事を目的とした真珠検定事業のさ
らなる充実を図っていきます。また海
外に於いては、近年需要が伸びてき
ている中国・アジアなどの新興国へ
向けての販促活動をさらに強化すべ
く企画立案しております。

　世界の情勢は、政治、経済とも先
行き不透明な状況が続いておりま
す。その中でも我々はより美しい真珠
作りに励み、真珠に係る宝飾文化の
進化に向け、この一年を全力で努め
あげ本年をより良い年としたく考えて
おります。

　最後になりましたが、本年も皆様
方の一層のご支援、ご協力をお願い
申し上げると共に、新しい年が希望
に満ちた年になりますよう祈念し、年
頭のご挨拶とさせていただきます。

真珠に係る宝飾文化の振興

一般社団法人日本真珠振興会
会長　

大月　京一
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